
国立研究開発法人産業技術総合研究所  健康医工学研究部門  研究カタログ 

 運動による健康維持・増進効果は広く知られているが、その分子メカニズムには未解明な点が
多い。 
 

 運動したくても運動できない、高齢者や障がい者などは運動効果の恩恵を受けることが難し
い。 
 

 運動せずとも運動効果の恩恵を受けられる運動効果模倣法の開発は、健康寿⾧の延伸に効果的
である。 
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運動により、身体局所に変形や内圧変化が生じ細胞に力学的刺激が加わる。げっ歯類動物を用い
た実験で「適度な運動」として用いられる中速度トレッドミル走行で頭部に生じる衝撃は約1 × gで
あること、この衝撃を再現する受動的頭部上下動は高血圧を改善することを明らかにした（Nat 
Biomed Eng 2023）。さらに、軽いジョギング時に頭部に生じる衝撃を再現する座面上下動椅子搭
乗に高血圧改善効果があることをヒト臨床試験にて示した（Nat Biomed Eng 2023）。  
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運動時に頭部に加わる衝撃を再現することによる運動効果（高血圧改善）模倣法 


